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やまがたむら　議会です

コ
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ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
ま
が
た
未
来
塾



　
一
般
質
問
は
６
月
８
日
に
行
な
わ
れ
議
員
８
人

が
村
政
課
題
を
た
だ
し
た
。
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
今
回
も
質
疑
時
間
を
40
分
に
短
縮
し
た
が
、
４

一般質問一般質問

議
員
８
人
が

村

政

を

問

う

月
開
催
の
臨
時
議
会
で
示
さ
れ
た
本
庄
村
長
の
施

政
方
針
に
関
わ
る
議
論
が
集
中
し
、
制
限
時
間
を

フ
ル
活
用
す
る
ケ
ー
ス
が
際
立
っ
た
。

☆
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

☆
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

☆
令
和
２
年
度
山
形
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

☆
令
和
２
年
度
山
形
村
下
水
道
事
業
会
計
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
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１
号
）

☆
令
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３
年
度
山
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村
介
護
保
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特
別
会
計
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予
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（
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☆
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３
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水
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（
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☆
令
和
３
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度
山
形
村
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水
道
事
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会
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予
算

（
第
１
号
）

☆
山
形
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
制

に
つ
い
て

　
第
２
回
定
例
会
を
６
月
７
日
に
開
会
し
、
16
日
ま
で
10
日
間
開
催
し
た
。

　
請
願
１
件
・
陳
情
１
件
・
報
告
２
件
・
議
案
５
件
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
う
え
、
承
認
・
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
時
間
を
短
縮
し
、
６
月
８
日
に
８
人
が
登
壇
し
、
村
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

令
和
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第
２
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会
定
例
会
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請
　
　
　
願

議
　
　
　
案

議
会
発
議

陳
　
　
　
情

報
　
　
　
告

１
回
目
１
３
０
８
人
・
２
回
目
５
９
８
人
終
了

（
６
月
13
日
現
在
）

　
今
年
の
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
も
、
２
年
続
け
て

の
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
の
中

止
の
時
に
は
来
年
は
で
き
る
よ
ね
？
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
自
分
自
身
昭
和
35
年
生
ま
れ
ネ
ズ

ミ
年
で
、
ウ
シ
年
生
ま
れ
の
同
級
生
と
還
暦
祝

い
の
花
火
を
あ
げ
る
年
で
し
た
。
昨
年
の
昭
和

34
〜
35
年
生
ま
れ
、
今
年
の
昭
和
35
〜
36
年
生

ま
れ
の
花
火
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　
５
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
中
に
は
12
歳
以
上
が
接
種
さ

れ
る
予
定
で
す
。
来
年
こ
そ
は
色
々
な
行
事
が

で
き
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

小
林
　
幸
司

直
ち
に
整
備
す
る
こ
と
は
、現
時
点
の
山
形
村

で
は
選
択
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
て
い
る

村長 な
ろ
う
原
霊
園
に
合
葬
墓
の

整
備
を
し
て
み
て
は
ど
う
か

2３

　
　
　
合
葬
墓
な
ど
の
施
設

　
　
整
備
の
検
討
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
自
治
体
が
運
営
す
る

　
　
公
営
の
合
葬
墓
を
い
く

つ
も
視
察
し
、
検
討
の
材
料
を
集
め
、
平
均
的
な
合

葬
墓
の
お
お
か
た
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
内
部
で

研
究
を
し
て
き
た
。

　
　
　
本
村
で
も
合
葬
墓
な
ど
を
望
む
声
が
あ
り
、

　
　
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
一
般
的
な
公
営
合
葬
墓
の
よ
う
な
、
時
代
の

　
　
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
得
る
施
設
を
直
ち
に
整
備

す
る
こ
と
は
、
現
時
点
の
山
形
村
で
は
選
択
す
べ
き

で
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政

が
福
祉
・
扶
助
・
弱
者
救
済
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

家
族
や
親
戚
縁
者
の
自
己
責
任
に
よ
る
埋
葬
、
管
理

が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
方
や
、
経
済
的
困
窮
か
ら

墓
地
の
取
得
が
不
可
能
な
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

一
定
の
要
件
と
合
意
の
も
と
に
共
同
埋
葬
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
な

　
　
ど
は
、
減
少
と
い
う
よ

り
微
増
傾
向
に
あ
る
が
、
減

少
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
。

　
　
　
ゴ
ミ
の
総
排
出
量
は
、
15
年
ほ
ど
前
に
比
べ

　
　
る
と
格
段
に
減
っ
て
は
い
る
が
、
近
年
は
お
お

よ
そ
同
じ
く
ら
い
の
量
が
続
い
て
い
る
。
可
燃
ゴ
ミ

は
水
分
を
少
な
く
す
る
・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
資
源
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

繰
り
返
し
正
し
い
分
別
と
資
源
化
の
促
進
を
呼
び
か

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
近
年
利
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
里
山
を
ど

　
　
の
よ
う
に
再
生
す
る
の
か
。

　
　
　
身
近
な
里
山
に
つ
い
て
関
心
が
薄
く
な
り
、

　
　
所
有
者
の
高
齢
化
な
ど
で
荒
れ
て
い
る
状
況
が

見
ら
れ
る
。
地
域
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を

醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
住
民
の
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
作

り
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
意
識
啓
発
を

　
　
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
脱
炭
素
社
会
と
い

　
　
っ
た
問
題
の
対
策
は
国
が
主
導
す
べ
き
で
、
村

の
立
場
は
そ
れ
に
協
力
で
き
る
施
策
を
講
じ
る
か
、

制
度
や
技
術
を
研
究
し
目
指
す
社
会
の
実
現
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
環
境
保
全
の
た
め
の
幅
広
い
世
代
へ
の
村
民

　
　
参
加
の
学
習
機
会
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
行
な

う
か
。

　
　
　
目
標
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
実
行
し
た
い
。

　
　
あ
ま
り
堅
苦
し
い
も
の
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
見
学
や
家
庭
で
で
き
る
エ
コ
活
動
の
事
例
紹
介

な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
環
境
問
題
を
見
つ
め
る
機
会

を
提
供
で
き
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

新居禎三議員

社
会
の
動
き
を
注
視
し
て
目
指
す
姿
の
実
現
に
努
め
た
い

村長持
続
可
能
な
環
境
保
全
を
ど
の
よ
う
に
進
め
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か

春日　仁議員

Ｑ

ＱA

Ｑ AA

ＱAＱA

ＱA



　
一
般
質
問
は
６
月
８
日
に
行
な
わ
れ
議
員
８
人

が
村
政
課
題
を
た
だ
し
た
。
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
今
回
も
質
疑
時
間
を
40
分
に
短
縮
し
た
が
、
４

一般質問一般質問

議
員
８
人
が

村

政

を

問

う

月
開
催
の
臨
時
議
会
で
示
さ
れ
た
本
庄
村
長
の
施

政
方
針
に
関
わ
る
議
論
が
集
中
し
、
制
限
時
間
を

フ
ル
活
用
す
る
ケ
ー
ス
が
際
立
っ
た
。

☆
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

☆
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

☆
令
和
２
年
度
山
形
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

☆
令
和
２
年
度
山
形
村
下
水
道
事
業
会
計
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

☆
令
和
３
年
度
山
形
村
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

☆
山
形
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
制

に
つ
い
て

　
第
２
回
定
例
会
を
６
月
７
日
に
開
会
し
、
16
日
ま
で
10
日
間
開
催
し
た
。

　
請
願
１
件
・
陳
情
１
件
・
報
告
２
件
・
議
案
５
件
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
う
え
、
承
認
・
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
時
間
を
短
縮
し
、
６
月
８
日
に
８
人
が
登
壇
し
、
村
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

令
和
3
年
　
第
２
回
議
会
定
例
会

令
和
3
年
　
第
２
回
議
会
定
例
会

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
本
格
稼
働

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
本
格
稼
働

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
本
格
稼
働

請
　
　
　
願

議
　
　
　
案

議
会
発
議

陳
　
　
　
情

報
　
　
　
告

１
回
目
１
３
０
８
人
・
２
回
目
５
９
８
人
終
了

（
６
月
13
日
現
在
）

　
今
年
の
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
も
、
２
年
続
け
て

の
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
の
中

止
の
時
に
は
来
年
は
で
き
る
よ
ね
？
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
自
分
自
身
昭
和
35
年
生
ま
れ
ネ
ズ

ミ
年
で
、
ウ
シ
年
生
ま
れ
の
同
級
生
と
還
暦
祝

い
の
花
火
を
あ
げ
る
年
で
し
た
。
昨
年
の
昭
和

34
〜
35
年
生
ま
れ
、
今
年
の
昭
和
35
〜
36
年
生

ま
れ
の
花
火
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　
５
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
中
に
は
12
歳
以
上
が
接
種
さ

れ
る
予
定
で
す
。
来
年
こ
そ
は
色
々
な
行
事
が

で
き
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

小
林
　
幸
司

直
ち
に
整
備
す
る
こ
と
は
、現
時
点
の
山
形
村

で
は
選
択
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
て
い
る

村長 な
ろ
う
原
霊
園
に
合
葬
墓
の

整
備
を
し
て
み
て
は
ど
う
か

2３

　
　
　
合
葬
墓
な
ど
の
施
設

　
　
整
備
の
検
討
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
自
治
体
が
運
営
す
る

　
　
公
営
の
合
葬
墓
を
い
く

つ
も
視
察
し
、
検
討
の
材
料
を
集
め
、
平
均
的
な
合

葬
墓
の
お
お
か
た
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
内
部
で

研
究
を
し
て
き
た
。

　
　
　
本
村
で
も
合
葬
墓
な
ど
を
望
む
声
が
あ
り
、

　
　
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
一
般
的
な
公
営
合
葬
墓
の
よ
う
な
、
時
代
の

　
　
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
得
る
施
設
を
直
ち
に
整
備

す
る
こ
と
は
、
現
時
点
の
山
形
村
で
は
選
択
す
べ
き

で
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政

が
福
祉
・
扶
助
・
弱
者
救
済
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

家
族
や
親
戚
縁
者
の
自
己
責
任
に
よ
る
埋
葬
、
管
理

が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
方
や
、
経
済
的
困
窮
か
ら

墓
地
の
取
得
が
不
可
能
な
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

一
定
の
要
件
と
合
意
の
も
と
に
共
同
埋
葬
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
な

　
　
ど
は
、
減
少
と
い
う
よ

り
微
増
傾
向
に
あ
る
が
、
減

少
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
。

　
　
　
ゴ
ミ
の
総
排
出
量
は
、
15
年
ほ
ど
前
に
比
べ

　
　
る
と
格
段
に
減
っ
て
は
い
る
が
、
近
年
は
お
お

よ
そ
同
じ
く
ら
い
の
量
が
続
い
て
い
る
。
可
燃
ゴ
ミ

は
水
分
を
少
な
く
す
る
・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
資
源
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

繰
り
返
し
正
し
い
分
別
と
資
源
化
の
促
進
を
呼
び
か

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
近
年
利
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
里
山
を
ど

　
　
の
よ
う
に
再
生
す
る
の
か
。

　
　
　
身
近
な
里
山
に
つ
い
て
関
心
が
薄
く
な
り
、

　
　
所
有
者
の
高
齢
化
な
ど
で
荒
れ
て
い
る
状
況
が

見
ら
れ
る
。
地
域
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を

醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
住
民
の
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
作

り
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
意
識
啓
発
を

　
　
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
脱
炭
素
社
会
と
い

　
　
っ
た
問
題
の
対
策
は
国
が
主
導
す
べ
き
で
、
村

の
立
場
は
そ
れ
に
協
力
で
き
る
施
策
を
講
じ
る
か
、

制
度
や
技
術
を
研
究
し
目
指
す
社
会
の
実
現
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
環
境
保
全
の
た
め
の
幅
広
い
世
代
へ
の
村
民

　
　
参
加
の
学
習
機
会
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
行
な

う
か
。

　
　
　
目
標
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
実
行
し
た
い
。

　
　
あ
ま
り
堅
苦
し
い
も
の
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
見
学
や
家
庭
で
で
き
る
エ
コ
活
動
の
事
例
紹
介

な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
環
境
問
題
を
見
つ
め
る
機
会

を
提
供
で
き
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

新居禎三議員

社
会
の
動
き
を
注
視
し
て
目
指
す
姿
の
実
現
に
努
め
た
い

村長持
続
可
能
な
環
境
保
全
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

春日　仁議員

Ｑ

ＱA

Ｑ AA

ＱAＱA

ＱA



５ ４

　
　
　
山
形
村
の
特
色
を
生

　
　
か
し
た
人
口
増
加
策
と
、

全
庁
横
断
的
な
推
進
と
は
。

　
　
　
山
形
村
の
風
景
、
人

　
　
間
関
係
、
食
文
化
や
暮

ら
し
な
ど
地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
村
民
と

協
働
し
て
人
口
増
加
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
庁
内
の

全
て
の
部
署
が
情
報
と
課
題
を
共
有
し
対
策
に
取
り

組
む
。

　
　
　
人
口
減
少
の
自
然
的
・
社
会
的
要
因
の
対
処

　
　
は
。

　
　
　
自
然
的
要
因
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
層
の

　
　
充
実
に
よ
り
出
生
数
の
増
加
を
、
社
会
的
要
因

　
　
　
平
成
29
年
よ
り
当
村

　
　
独
自
で
低
学
年
（
１
〜

２
年
生
）
を
対
象
に
30
人
学

級
の
編
成
を
願
っ
て
い
る
が
、

感
染
症
対
応
な
ど
急
激
な
環

に
対
し
て
は
、「
住
ま
い
る
奨
励
金
」
を
創
設
し
、

移
住
者
増
加
を
図
る
。

　
　
　
移
住
定
住
の
相
談
件
数
は
。

  　
　
　
移
住
相
談
12
件
、
空
き
家
相
談
10
件
で
あ
る
。

　
　
　
お
試
し
住
宅
修
繕
の
進
捗
状
況
と
空
き
家
バ

　
　
ン
ク
の
登
録
状
況
は
。

　
　
　
水
道
の
漏
水
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
畳
の
張
り

　
　
替
え
を
計
画
し
、
現
在
は
畳
の
張
り
替
え
を
行

っ
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
は
登
録
物
件
１
軒
、
調

整
中
物
件
１
軒
で
あ
る
。

　
　
　
清
水
高
原
を
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
や
移

　
　
住
・
定
住
の
場
所
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
活
用
は
、
清
水

　
　
高
原
の
再
活
用
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、
課
題

を
洗
い
出
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

小出敏裕議員

持
続
可
能
な
人
口
減
少
対
策
は
、村
民
と

行
政
が
協
働
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要

村長 人
口
減
少
に
対
す
る
施
策
は

発
達
段
階
に
応
じ
て
獲
得
す
る

能
力
育
成
の
観
点
か
ら

県
基
準
に
よ
る
学
級
編
成
が
望
ま
し
い

教育長 小
学
校
30
人
学
級
を

中
高
学
年
ま
で
拡
充
を

境
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
中
高
学
年
（
３
〜
６
年

生
）
ま
で
対
象
を
拡
充
し
、
安
全
で
き
め
細
か
な
教

育
体
制
を
求
め
た
い
。

　
　
　
児
童
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
獲
得
し
て
い
く

　
　
能
力
の
育
成
に
と
っ
て
、
県
基
準
に
よ
る
学
級

編
成
が
適
当
と
判
断
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
調
整
能
力
、
人
間
関
係
形
成
能
力
な
ど
、
将

来
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
と
な
る
力

を
学
校
生
活
の
中
で
育
ん
で
い
く
。
多
様
な
考
え
方
、

感
じ
方
、
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る
に
は
、
あ
る
程
度

の
大
き
さ
の
学
級
集
団
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
３
年

生
以
上
は
35
人
学
級
編
成
と
し
て
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
室
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
、
一
人
１
台
端
末
の

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
授
業
の
環
境
整
備
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
環
境
変
化
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

　
　
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
な
事
項
と
捉
え
て
い
る
。

国
、
県
や
周
辺
市
町
村
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
て
い

く
。

　
そ
の
他
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
着
手
を
求
め
た
。

大月民夫議員

　
　
　
出
産
後
、
産
婦
健
診 

　
　
の
補
助
は
、
上
限
５
千

円
と
し
、
２
回
分
あ
る
が
、

乳
児
１
ヵ
月
健
診
は
実
費
と

な
っ
て
お
り
、
無
償
化
に
で

き
な
い
か
。

　
　
　
村
で
は
、
４
・
７
・
10
ヵ
月
の
乳
児
健
診
を

　
　
行
な
っ
て
い
る
。
乳
児
一
般
健
康
診
査
票
に
よ

る
小
児
科
の
受
診
も
可
能
で
あ
る
。
子
育
て
し
や
す

い
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
と
し
て
、
意
見
を
多
く
い
た
だ
け
れ
ば
検

討
し
た
い
。

　
　
　「
妊
婦
健
康
診
査
票
」
は
１
人
14
回
分
交
付

　
　
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合
実
費
と
な
り
、

負
担
が
大
変
。
予
定
日
を
過
ぎ
る
と
大
体
終
わ
っ
て

し
ま
う
。

　
　
　
妊
婦
一
般
診
査
の
補
助
は
、
基
本
健
診
票
14

　
　
枚
、
追
加
検
査
５
枚
（
４
種
類
）、
超
音
波
検

査
受
診
票
４
枚
と
な
っ
て
い
る
。
40
週
ま
で
の
健
診

は
カ
バ
ー
で
き
る
。
２
０
１
９
年
に
長
野
県
保
険
医

協
会
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自

治
体
が
６
市
町
村
あ
り
、
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
と

し
て
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
15
回
目
以
降
基
本
健

診
費
用
な
ど
に
対
し
独
自
の
費
用
助
成
が
あ
る
市
町

村
も
４
町
村
あ
る
。
住
民
の
方
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

　
そ
の
他
、
や
ま
が
た
未
来
塾
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子
育
て
し
や
す
い
支
援
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
検
討
し
た
い

村長 産
前
産
後
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

大池俊子議員

　
　
　
麦
種
子
配
布
の
効
果

　
　
の
比
較
は
行
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
松
本
・
塩
尻
・
朝
日

　
　
・
山
形
で
構
成
さ
れ
て

い
る
「
南
西
部
地
域
農
地
風
食
防
止
対
策
協
議
会
」

で
麦
種
子
購
入
に
補
助
を
行
な
っ
て
い
る
が
Ｊ
Ａ
に

一
任
し
て
い
る
の
で
、
効
果
検
証
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
令
和
３
年
度
の
緑
肥
麦
補
助
制
度
に
は
山
形
村

２
９
０
万
円
、
塩
尻
市
１
６
２
万
円
、
朝
日
村
１
２

０
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
松
本
市

は
予
算
無
し
で
あ
る
。

　
　
　
右
岸
土
地
改
良
区
と
し
て
の
協
力
は
で
き
な

　
　
い
の
か
。

　
　
　
水
利
用
に
つ
い
て
は
国
営
事
業
に
よ
る
も
の

　
　
で
、
使
用
目
的
や
時
期
が
定
め
ら
れ
て
お
り
現

在
の
と
こ
ろ
風
食
防
止
の
た
め
に
時
期
の
前
倒
し
や

使
用
は
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
　
　
植
栽
に
よ
る
試
験
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
他
県
の

　
　
事
例
を
参
考
に
担
当
課
を
中
心
に
研
究
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
大
き
な
木
で
な
く

て
も
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
や
村
木
で
あ
る
い
ち
い

な
ど
の
緑
化
木
な
ど
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
抜
本
的
な
対
策
に
は
、
従
来
の
県
や
自
治
体
・
農

業
関
連
団
体
だ
け
で
は
な
く
畑
の
所
有
者
や
耕
作
者

が
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

る
。

風
食
対
策
で
の
防
砂
林
や

　
　
　
　並
木
道
の
整
備
は

樹
木
の
植
栽
に
は
諸
問
題
が
あ
る

村長

小林幸司議員
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５ ４

　
　
　
山
形
村
の
特
色
を
生

　
　
か
し
た
人
口
増
加
策
と
、

全
庁
横
断
的
な
推
進
と
は
。

　
　
　
山
形
村
の
風
景
、
人

　
　
間
関
係
、
食
文
化
や
暮

ら
し
な
ど
地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
村
民
と

協
働
し
て
人
口
増
加
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
庁
内
の

全
て
の
部
署
が
情
報
と
課
題
を
共
有
し
対
策
に
取
り

組
む
。

　
　
　
人
口
減
少
の
自
然
的
・
社
会
的
要
因
の
対
処

　
　
は
。

　
　
　
自
然
的
要
因
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
層
の

　
　
充
実
に
よ
り
出
生
数
の
増
加
を
、
社
会
的
要
因

　
　
　
平
成
29
年
よ
り
当
村

　
　
独
自
で
低
学
年
（
１
〜

２
年
生
）
を
対
象
に
30
人
学

級
の
編
成
を
願
っ
て
い
る
が
、

感
染
症
対
応
な
ど
急
激
な
環

に
対
し
て
は
、「
住
ま
い
る
奨
励
金
」
を
創
設
し
、

移
住
者
増
加
を
図
る
。

　
　
　
移
住
定
住
の
相
談
件
数
は
。

  　
　
　
移
住
相
談
12
件
、
空
き
家
相
談
10
件
で
あ
る
。

　
　
　
お
試
し
住
宅
修
繕
の
進
捗
状
況
と
空
き
家
バ

　
　
ン
ク
の
登
録
状
況
は
。

　
　
　
水
道
の
漏
水
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
畳
の
張
り

　
　
替
え
を
計
画
し
、
現
在
は
畳
の
張
り
替
え
を
行

っ
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
は
登
録
物
件
１
軒
、
調

整
中
物
件
１
軒
で
あ
る
。

　
　
　
清
水
高
原
を
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
や
移

　
　
住
・
定
住
の
場
所
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
活
用
は
、
清
水

　
　
高
原
の
再
活
用
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、
課
題

を
洗
い
出
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

小出敏裕議員

持
続
可
能
な
人
口
減
少
対
策
は
、村
民
と

行
政
が
協
働
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要

村長 人
口
減
少
に
対
す
る
施
策
は

発
達
段
階
に
応
じ
て
獲
得
す
る

能
力
育
成
の
観
点
か
ら

県
基
準
に
よ
る
学
級
編
成
が
望
ま
し
い

教育長 小
学
校
30
人
学
級
を

中
高
学
年
ま
で
拡
充
を

境
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
中
高
学
年
（
３
〜
６
年

生
）
ま
で
対
象
を
拡
充
し
、
安
全
で
き
め
細
か
な
教

育
体
制
を
求
め
た
い
。

　
　
　
児
童
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
獲
得
し
て
い
く

　
　
能
力
の
育
成
に
と
っ
て
、
県
基
準
に
よ
る
学
級

編
成
が
適
当
と
判
断
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
調
整
能
力
、
人
間
関
係
形
成
能
力
な
ど
、
将

来
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
と
な
る
力

を
学
校
生
活
の
中
で
育
ん
で
い
く
。
多
様
な
考
え
方
、

感
じ
方
、
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る
に
は
、
あ
る
程
度

の
大
き
さ
の
学
級
集
団
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
３
年

生
以
上
は
35
人
学
級
編
成
と
し
て
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
室
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
、
一
人
１
台
端
末
の

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
授
業
の
環
境
整
備
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
環
境
変
化
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

　
　
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
な
事
項
と
捉
え
て
い
る
。

国
、
県
や
周
辺
市
町
村
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
て
い

く
。

　
そ
の
他
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
着
手
を
求
め
た
。

大月民夫議員

　
　
　
出
産
後
、
産
婦
健
診 

　
　
の
補
助
は
、
上
限
５
千

円
と
し
、
２
回
分
あ
る
が
、

乳
児
１
ヵ
月
健
診
は
実
費
と

な
っ
て
お
り
、
無
償
化
に
で

き
な
い
か
。

　
　
　
村
で
は
、
４
・
７
・
10
ヵ
月
の
乳
児
健
診
を

　
　
行
な
っ
て
い
る
。
乳
児
一
般
健
康
診
査
票
に
よ

る
小
児
科
の
受
診
も
可
能
で
あ
る
。
子
育
て
し
や
す

い
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
と
し
て
、
意
見
を
多
く
い
た
だ
け
れ
ば
検

討
し
た
い
。

　
　
　「
妊
婦
健
康
診
査
票
」
は
１
人
14
回
分
交
付

　
　
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合
実
費
と
な
り
、

負
担
が
大
変
。
予
定
日
を
過
ぎ
る
と
大
体
終
わ
っ
て

し
ま
う
。

　
　
　
妊
婦
一
般
診
査
の
補
助
は
、
基
本
健
診
票
14

　
　
枚
、
追
加
検
査
５
枚
（
４
種
類
）、
超
音
波
検

査
受
診
票
４
枚
と
な
っ
て
い
る
。
40
週
ま
で
の
健
診

は
カ
バ
ー
で
き
る
。
２
０
１
９
年
に
長
野
県
保
険
医

協
会
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自

治
体
が
６
市
町
村
あ
り
、
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
と

し
て
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
15
回
目
以
降
基
本
健

診
費
用
な
ど
に
対
し
独
自
の
費
用
助
成
が
あ
る
市
町

村
も
４
町
村
あ
る
。
住
民
の
方
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

　
そ
の
他
、
や
ま
が
た
未
来
塾
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子
育
て
し
や
す
い
支
援
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
検
討
し
た
い

村長 産
前
産
後
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

大池俊子議員

　
　
　
麦
種
子
配
布
の
効
果

　
　
の
比
較
は
行
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
松
本
・
塩
尻
・
朝
日

　
　
・
山
形
で
構
成
さ
れ
て

い
る
「
南
西
部
地
域
農
地
風
食
防
止
対
策
協
議
会
」

で
麦
種
子
購
入
に
補
助
を
行
な
っ
て
い
る
が
Ｊ
Ａ
に

一
任
し
て
い
る
の
で
、
効
果
検
証
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
令
和
３
年
度
の
緑
肥
麦
補
助
制
度
に
は
山
形
村

２
９
０
万
円
、
塩
尻
市
１
６
２
万
円
、
朝
日
村
１
２

０
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
松
本
市

は
予
算
無
し
で
あ
る
。

　
　
　
右
岸
土
地
改
良
区
と
し
て
の
協
力
は
で
き
な

　
　
い
の
か
。

　
　
　
水
利
用
に
つ
い
て
は
国
営
事
業
に
よ
る
も
の

　
　
で
、
使
用
目
的
や
時
期
が
定
め
ら
れ
て
お
り
現

在
の
と
こ
ろ
風
食
防
止
の
た
め
に
時
期
の
前
倒
し
や

使
用
は
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
　
　
植
栽
に
よ
る
試
験
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
他
県
の

　
　
事
例
を
参
考
に
担
当
課
を
中
心
に
研
究
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
大
き
な
木
で
な
く

て
も
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
や
村
木
で
あ
る
い
ち
い

な
ど
の
緑
化
木
な
ど
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
抜
本
的
な
対
策
に
は
、
従
来
の
県
や
自
治
体
・
農

業
関
連
団
体
だ
け
で
は
な
く
畑
の
所
有
者
や
耕
作
者

が
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

る
。

風
食
対
策
で
の
防
砂
林
や

　
　
　
　並
木
道
の
整
備
は

樹
木
の
植
栽
に
は
諸
問
題
が
あ
る

村長

小林幸司議員
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山形村議会議員選挙は　明年（2022年）３月実施されます

多様な民意を吸収し議会活性化!!多様な民意を吸収し議会活性化!!多様な民意を吸収し議会活性化!!
　４年に一度の「山形村議会議員選挙」が令和４年３月告示されます。
　地方分権時代にあって、住民自治の充実の必要性が期待されている中で、多様な民意を吸収
し、それを集約し自治体の意思決定を行なう議会の役割は益々重要となっております。
　全国町村議会議長会が全ての議員に向けて発信している「議員の心構え」の一端をご紹介し
ます。新鮮な英知を携えた皆さんの議会参画への決断に結び付くことを願っております。

①住民全体の代表者である
議員は住民全体の利益のため、法令に基づ
いて公平にその権限を行使すべき立場にあ
る。
全体の奉仕者であって、一部の奉仕者では
ないことを肝に銘じる必要がある。

②執行機関と一歩離れ、二歩離れるな
議会は執行機関を公正に眺め、厳正に批判
し、行財政執行上の重要事項について適正
で公平妥当な結論を見出して決定する議事
機関である。
執行機関と近付き過ぎ、適正な政策判断が
できなければ議会の存在価値がなくなる、
離れすぎても適切な検証はできない。

③批判するには、代案をもってせよ
厳しさの中に温かみのある言葉で批判
し、説得力のある実現可能な具体的代
案をもって臨む心構えが必要である。
不正を追及するためには、何が善であ
り、何が正しいかを明確に示すと共
に、自らも他人の厳しい批判に耐えう
る覚悟を持たなければならない。

④実質的な審議が大切
住民の立場に立って実質的な審議を尽
くすことが、議会の使命であることを
忘れてはならない。
審議に対する評価は、どのような高度
な質疑や討論が濃密に行われたかによ
ってなされる。

⑤住民の声や心を代表する
組織を持った住民の声は容易に把握で
きるが、地域社会の片隅にいる弱者の
声、組織を持たない住民の小さな声や
ため息は聞き取りにくい。住民と行政
との橋渡しをすべき議員は、そうした
大きな声、小さな声、声なき声、ため
息全ての声を把握してこれを代表し、
住民の心情をつかんでその心で物事を
考えることが大事である。

⑥勇気と奮起が政治家の要素
常に地域の現状と問題点を考え、将来
のあり方を踏まえて、住民を指導すべ
き立場にある。議員自らが勇気をもっ
て奮起して発言し、行政当局と住民に
訴えてこれを奮起させてこそ、行政の
進展も地域の振興発展も実現する。

特集…議員の心構え

　
　 

今
ま
で
の
返
礼
品
の

　
　
傾
向
と
今
後
新
た
に
追

加
す
る
予
定
は
。

　
　
　
長
い
も
、
ス
イ
カ
、

　
　
米
を
中
心
と
し
た
農
産

物
が
人
気
。
今
後
は
各
種
収
穫
体
験
な
ど
、
山
形
村

に
来
て
も
ら
え
る
体
験
型
の
導
入
も
研
究
し
、
幅
広

い
返
礼
品
で
、
寄
付
者
の
要
望
に
添
い
た
い
。

　
　
　
山
形
村
民
が
他
の
自
治
体
に
寄
付
す
る
と
村

　
　
税
な
ど
が
控
除
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の

く
ら
い
控
除
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
27
年
度
以
前
の
集
計
デ
ー
タ
が
な
い
た

　
　
め
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
集
計
で
、

控
除
合
計
は
２
千
13
万
円
余
り
と
な
る
。

　
　
　
受
け
入
れ
た
寄
付
額
か
ら
約
４
割
程
度
の
返

　
　
礼
品
や
事
務
費
な
ど
を
差
し
引
く
と
、
村
税
控

除
額
を
下
ま
わ
り
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
庁
内

で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
共
有
し
て
い
る
か
。

　
　
　
災
害
対
策
基
本
法
の

　
　
一
部
改
正

⑴
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の

　
一
本
化
等

　「
課
題
」
本
来
避
難
す
べ

き
避
難
勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
せ
ず
、
逃
げ
遅

れ
に
よ
り
被
災
す
る
者
が
多
数
発
生
。
避
難
勧
告
と

指
示
の
違
い
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　「
対
応
」
避
難
勧
告
・
指
示
を
一
本
化
し
、
従
来

の
勧
告
の
段
階
か
ら
避
難
指
示
を
行
な
う
こ
と
と
し
、

避
難
情
報
の
あ
り
方
を
包
括
的
に
見
直
し
す
る
。
令

和
３
年
５
月
20
日
施
行
・
山
形
村
で
の
対
応
は
。

　
　
　
今
後
は
、
避
難
勧
告
を
出
し
て
い
た
タ
イ
ミ

　
　
ン
グ
で
避
難
指
示
を
出
す
の
で
、
警
戒
レ
ベ
ル

４
避
難
指
示
で
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
。
改
正
内
容

は
、
5
月
の
配
布
文
書
で
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
住
民
に
周
知
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
配
布
し
た
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
は
、
避
難
行
動

判
定
フ
ロ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
。
昨
年
全
戸
配
布
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
併
せ
て
活
用
し
、
自
ら
の
命

は
自
ら
が
守
る
自
助
を
基
本
に
、
災
害
時
に
取
る
べ

き
行
動
を
今
一
度
家
族
等
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
そ
の
他
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
・
道
の
異
常
通

報
手
段
の
改
革
を
質
問
し
た
。

山
形
村
の
こ
と
を
知
り
、関
わ
る
き
っ
か
け

と
し
て
、ま
た
財
源
と
し
て
活
用
す
る
面

か
ら
も
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
た
い

村 長 ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
今
後
の
展
望
は

百瀬　章議員竹野入恒夫議員

5
月
の
配
布
文
書
で
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
周
知
を
す
る

村長 一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改
正
後
の

災
害
対
策
基
本
法
等
の
運
用
は

　
　
　
共
有
は
し
て
い
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
７
月
中
に
終
わ

　
　
る
か
。

　
　
　
当
初
見
込
み
の
人
数
よ
り
も
多
い
が
、
７
月

　
　
末
の
終
了
を
目
指
し
、
予
約
枠
を
拡
大
し
て
対

応
し
て
い
る
。

ＱＱ A
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山形村議会議員選挙は　明年（2022年）３月実施されます

多様な民意を吸収し議会活性化!!多様な民意を吸収し議会活性化!!多様な民意を吸収し議会活性化!!
　４年に一度の「山形村議会議員選挙」が令和４年３月告示されます。
　地方分権時代にあって、住民自治の充実の必要性が期待されている中で、多様な民意を吸収
し、それを集約し自治体の意思決定を行なう議会の役割は益々重要となっております。
　全国町村議会議長会が全ての議員に向けて発信している「議員の心構え」の一端をご紹介し
ます。新鮮な英知を携えた皆さんの議会参画への決断に結び付くことを願っております。

①住民全体の代表者である
議員は住民全体の利益のため、法令に基づ
いて公平にその権限を行使すべき立場にあ
る。
全体の奉仕者であって、一部の奉仕者では
ないことを肝に銘じる必要がある。

②執行機関と一歩離れ、二歩離れるな
議会は執行機関を公正に眺め、厳正に批判
し、行財政執行上の重要事項について適正
で公平妥当な結論を見出して決定する議事
機関である。
執行機関と近付き過ぎ、適正な政策判断が
できなければ議会の存在価値がなくなる、
離れすぎても適切な検証はできない。

③批判するには、代案をもってせよ
厳しさの中に温かみのある言葉で批判
し、説得力のある実現可能な具体的代
案をもって臨む心構えが必要である。
不正を追及するためには、何が善であ
り、何が正しいかを明確に示すと共
に、自らも他人の厳しい批判に耐えう
る覚悟を持たなければならない。

④実質的な審議が大切
住民の立場に立って実質的な審議を尽
くすことが、議会の使命であることを
忘れてはならない。
審議に対する評価は、どのような高度
な質疑や討論が濃密に行われたかによ
ってなされる。

⑤住民の声や心を代表する
組織を持った住民の声は容易に把握で
きるが、地域社会の片隅にいる弱者の
声、組織を持たない住民の小さな声や
ため息は聞き取りにくい。住民と行政
との橋渡しをすべき議員は、そうした
大きな声、小さな声、声なき声、ため
息全ての声を把握してこれを代表し、
住民の心情をつかんでその心で物事を
考えることが大事である。

⑥勇気と奮起が政治家の要素
常に地域の現状と問題点を考え、将来
のあり方を踏まえて、住民を指導すべ
き立場にある。議員自らが勇気をもっ
て奮起して発言し、行政当局と住民に
訴えてこれを奮起させてこそ、行政の
進展も地域の振興発展も実現する。

特集…議員の心構え

　
　 

今
ま
で
の
返
礼
品
の

　
　
傾
向
と
今
後
新
た
に
追

加
す
る
予
定
は
。

　
　
　
長
い
も
、
ス
イ
カ
、

　
　
米
を
中
心
と
し
た
農
産

物
が
人
気
。
今
後
は
各
種
収
穫
体
験
な
ど
、
山
形
村

に
来
て
も
ら
え
る
体
験
型
の
導
入
も
研
究
し
、
幅
広

い
返
礼
品
で
、
寄
付
者
の
要
望
に
添
い
た
い
。

　
　
　
山
形
村
民
が
他
の
自
治
体
に
寄
付
す
る
と
村

　
　
税
な
ど
が
控
除
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の

く
ら
い
控
除
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
27
年
度
以
前
の
集
計
デ
ー
タ
が
な
い
た

　
　
め
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
集
計
で
、

控
除
合
計
は
２
千
13
万
円
余
り
と
な
る
。

　
　
　
受
け
入
れ
た
寄
付
額
か
ら
約
４
割
程
度
の
返

　
　
礼
品
や
事
務
費
な
ど
を
差
し
引
く
と
、
村
税
控

除
額
を
下
ま
わ
り
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
庁
内

で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
共
有
し
て
い
る
か
。

　
　
　
災
害
対
策
基
本
法
の

　
　
一
部
改
正

⑴
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の

　
一
本
化
等

　「
課
題
」
本
来
避
難
す
べ

き
避
難
勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
せ
ず
、
逃
げ
遅

れ
に
よ
り
被
災
す
る
者
が
多
数
発
生
。
避
難
勧
告
と

指
示
の
違
い
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　「
対
応
」
避
難
勧
告
・
指
示
を
一
本
化
し
、
従
来

の
勧
告
の
段
階
か
ら
避
難
指
示
を
行
な
う
こ
と
と
し
、

避
難
情
報
の
あ
り
方
を
包
括
的
に
見
直
し
す
る
。
令

和
３
年
５
月
20
日
施
行
・
山
形
村
で
の
対
応
は
。

　
　
　
今
後
は
、
避
難
勧
告
を
出
し
て
い
た
タ
イ
ミ

　
　
ン
グ
で
避
難
指
示
を
出
す
の
で
、
警
戒
レ
ベ
ル

４
避
難
指
示
で
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
。
改
正
内
容

は
、
5
月
の
配
布
文
書
で
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
住
民
に
周
知
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
配
布
し
た
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
は
、
避
難
行
動

判
定
フ
ロ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
。
昨
年
全
戸
配
布
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
併
せ
て
活
用
し
、
自
ら
の
命

は
自
ら
が
守
る
自
助
を
基
本
に
、
災
害
時
に
取
る
べ

き
行
動
を
今
一
度
家
族
等
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
そ
の
他
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
・
道
の
異
常
通

報
手
段
の
改
革
を
質
問
し
た
。

山
形
村
の
こ
と
を
知
り
、関
わ
る
き
っ
か
け

と
し
て
、ま
た
財
源
と
し
て
活
用
す
る
面

か
ら
も
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
た
い

村 長 ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
今
後
の
展
望
は

百瀬　章議員竹野入恒夫議員

5
月
の
配
布
文
書
で
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
周
知
を
す
る

村長 一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改
正
後
の

災
害
対
策
基
本
法
等
の
運
用
は

　
　
　
共
有
は
し
て
い
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
７
月
中
に
終
わ

　
　
る
か
。

　
　
　
当
初
見
込
み
の
人
数
よ
り
も
多
い
が
、
７
月

　
　
末
の
終
了
を
目
指
し
、
予
約
枠
を
拡
大
し
て
対

応
し
て
い
る
。
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私
の
一
言

私
の
一
言

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
日
本
に
上
陸
し
早
1

年
半
が
経
ち
、
山
形
村
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

漸
く
本
格
稼
働
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
一
部
の
会
場
を
除
き
無
観
客
で
行
な
わ

れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
感
染
症
の
専
門
家
の
提
言
で
は
、
無
観

客
開
催
が
望
ま
し
い
と
の
提
言
の
よ
う
で
す
…
。

　
国
民
が
望
む
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ま
だ
ま
だ
先

が
見
え
な
い
中
…
。

　
私
達
議
員
も
、
残
す
任
期
が
10
ヵ
月
を
切
り

ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
任
期
を
、
本
庄
村
長
の
２
期
目
の

方
針
に
あ
る
人
口
増
加
対
策
・
行
財
政
改
革
の

方
向
性
を
見
守
り
な
が
ら
、
議
員
と
し
て
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
澤
倫
治
）

発
行
責
任
者議

　
　長

　
　三
澤

　一
男

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　上
條

　倫
司

副
委
員
長

　
　小
林

　幸
司

委

　
　員

　
　春
日

　
　仁

委

　
　員

　
　新
居

　禎
三

委

　
　員

　
　大
月

　民
夫

委

　
　員

　
　福
澤

　倫
治

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

編
集
後
記

山形村ホームページ　https://www.vill.yamagata.nagano.jp/　TEL.0263-98-3111

（
上
竹
田
）
竹 

　野

　園

　麿

後
世
の
た
め
に
コ
ロ
ナ
禍
の
記
録
を

　
何
年
か
政
策
決
定
の
場
に

携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
い
て

感
じ
た
こ
と
は
、「
い
か
に

女
性
が
少
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
農
業
、
育

児
、
非
正
規
労
働
の
場
、
生
活
の
こ
ま
ご
ま
し
た
場

面
の
ほ
と
ん
ど
を
女
性
が
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な

の
に
、
意
見
を
反
映
さ
せ
る
機
会
が
あ
ま
り
に
も
少

な
い
の
で
す
。

　
村
の
議
会
に
は
女
性
は
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
男
性
目
線
だ
け
で
政
治
が
進
む
こ
と
は
、
生
き
づ

ら
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
支
え

て
い
く
年
代
の
方
々
に
ぜ
ひ
、
政
策
決
定
の
場
に
出

て
き
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
周
り
の
み

ん
な
が
そ
れ
を
後
押
し
す
る
村
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
様
々
な
立
場
の
人
が
、
そ
の
経
験
を
生

か
し
て
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
は
よ
り
良
い
政
治
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

（
下
大
池
）
小

　林

　か
つ
代

女
性
を
議
会
へ

 

７
月
も
残
り
僅
か
と
な
り

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
間
近
に
し
て
日
本
の

コ
ロ
ナ
 感

染
状
況
は
政
府

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
本
格
化

で
沈
静
化
し
、
収
束
に
向
か
う
希
望
が
や
や
見
え
て

き
た
か
。

　
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
全
国
民
を
疲
弊
さ
せ
た
。
感

染
者
は
も
と
よ
り
医
療
関
係
者
や
政
府
の
政
策
に
直

撃
さ
れ
た
飲
食
業
者
な
ど
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
労
苦

が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
。
一
般
庶
民
も
村
や
地
区

の
行
事
が
中
止
と
な
り
、
人
的
交
流
も
殆
ど
閉
ざ
さ

れ
た
日
常
で
「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
に
陥
る
人
が
多
い
と

聞
く
。
こ
の
1
年
半
が
空
白
の
よ
う
に
思
え
る
。

　
丁
度
、
百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
以
来
一
世
紀
ぶ

り
に
世
界
を
席
巻
し
た
コ
ロ
ナ
の
軌
跡
は
世
紀
の
事

件
と
し
て
様
々
な
と
こ
ろ
で
記
録
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
当
村
と
し
て
も
後
世
の
た
め
に
、
ま
た
史
実
と

し
て
村
民
や
行
政
の
苦
難
の
状
況
を
正
確
な
記
録
に

し
て
留
め
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

８


